
  別 紙 １ 

現 行 修 正（案） 

第４章 亀岡市の人口見通し 

1 10 年後の定住人口 

 

■図表 1 亀岡市の人口の将来推計 

 
資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」 

国提供ワークシート（令和元年６月版） 

国立社会保障・人口問題研究所推計（H30）：直近の人口動態（自然減、社会減）の傾向が将来にわたっ
て一定続くと仮定して試算 
 
亀岡市人口シミュレーション：2030年に向かって UIJターンなどにより、転出超過が段階的に解消さ
れ、かつ合計特殊出生率が段階的に 1.8まで向上すると仮定した場合 
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亀岡市人口シミュレーション：2030年に向かって UIJターンなどにより、転出超過が段階的に解消さ
れ、かつ合計特殊出生率については、人口減少に歯止めがかかり、定常状態（人口規模及び構造が安
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  別 紙 ２ 

現 行 修正（案） 

目指す都市像 

人と時代に選ばれる リーディングシティ亀岡 

【目指す都市像の意図】 

美しい保津川の流れと緑あふれる山々に象徴される自然環境、良

質な米や京野菜を生み出す農業を中心とした生業から生まれた里

山・田園景観、円山応挙や石田梅岩に代表される芸術・学術などの

文化や明智光秀公の丹波統治の拠点となった丹波亀山城などの歴

史。亀岡市は多彩な魅力の中で暮らしのぬくもりを育み、かつての

陸運・舟運の要衝から、「京」の住まいの地として発展してきました。

昭和 63（1988）年には他の自治体に先駆けて関西初となる生涯学

習都市を宣言、そして現在、日本初のセーフコミュニティ認証都市、

環境先進都市の実現に向けた取組など、全国に先駆けたチャレンジ

をするまちとして存在感を発揮しています。 

一方で進学・就職を契機とした若年層の流出により、全国平均を

上回るスピードで人口減少が進んでおり、地域コミュニティ機能の

衰退や医療・介護などの社会保障に関する費用の増大など、様々な

問題に直面しています。また、台風や豪雨等による風水害が全国的

に頻発しており、河川や山林とともに暮らす本市では洪水や山地災

害などへの対策により、暮らしの安全・安心を守ることが大きな課

題となっています。 

さらに、私たちの暮らす地域から世界へと目を転じると、気候

変動、自然災害、感染症といった地球規模の課題が連鎖し合いな

がら、貧困・格差、健康、教育など様々な分野で深刻な問題を引

き起こしています。こうした現状に対して、世界中のすべての

人々が将来にわたってより幸せに暮らせる社会を創るため、国際

社会では「SDGs」（エスディージーズ＝持続可能な開発目標）と

呼ばれる目標の達成に向けた活動が始まっています。 

本市は、この SDGs の理念を市民みんなで共有し、「SDGs 未来都

市」として、特色ある豊かな資源を生かし、持続可能な環境・経済・

社会を創造するための先駆的な取組を進めます。 

良好な暮らしの環境や安全・安心の確保、定住・交流の促進など、

あらゆる分野におけるまちづくりについて、時代をリードする新た

な取組に挑戦しながら、輝かしい未来を切り拓いていくまちを目指

します。 
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市」として、特色ある豊かな資源を生かし、持続可能な環境・経済・

社会を創造するための先駆的な取組を進めます。 

良好な暮らしの環境や安全・安心の確保、定住・交流の促進な

ど、あらゆる分野におけるまちづくりについて、新たな取組に挑戦
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拓いていきます。 

 
 



  別 紙 ３ 
現 行 修正（案） 

第 2 章 重点テーマ 

目指す都市像を実現するため、重点テーマを設定し、取り組むこととします。 

1 子育てしたい、住み続けたいまちへ 

 
 

 
 

 

 

2 スポーツ、歴史・文化、観光の魅力で産業が輝くまちへ  
 

 

 
 
 

３ 世界に誇れる環境先進都市へ 
 
 
 

 

 

 

4 だれもが安心して暮らせるセーフコミュニティ、多文化共生のまちへ 

 
 
 
 

5 次代をリードする新産業を創出するまちへ 

 

 

 

※まちづくり指標の設定を検討 
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※まちづくり指標の設定を検討 

【考え方】：少子化や若年層の転出超過を踏まえ、子育てワンストップ窓口である「BCome

＋」の充実や妊娠期からの切れ目のない支援の推進を図るとともに、自然保育や子どもの遊

び場整備を進めるなど、楽しく安心して子育てができる環境を整えます。誕生から教育まで

全ての子どもの将来への希望と地域への愛着を育むことにより、住み続けたい、転出しても

帰ってきたいまちづくりを進めます。 

【考え方】：「府立京都スタジアム」をはじめ様々な施設・フィールドで楽しむ多様なスポー

ツ、光秀・梅岩・応挙などに象徴される豊かな歴史文化、亀岡ゆかりの芸術家等により展開

される新しい芸術運動、嵯峨野トロッコ列車、保津川下り、湯の花温泉をはじめとする多様

な観光など亀岡の魅力を広く発信するとともに、それらの力を産業の活性化に結び付け地域

経済の発展を目指します。 

【考え方】：平成 24（2012）年に内陸部の自治体では初めてとなる「海ごみサミット」を開

催、平成 30（2018）年 12 月には「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」を発出しました。

「世界に誇れる環境先進都市」の実現に向けて、プラスチックごみ、廃棄物を出さない循環

型社会やエネルギーの地産地消などによる脱炭素社会の実現、生物多様性の保全、自然と共

生するエコ農業の普及など、地域資源を活用した持続可能なまちづくりに取り組みます。 

【考え方】：日本初のセーフコミュニティ国際認証都市として、市民協働による取組を継続

していくとともに、市内企業への外国籍就労者の増加に対し、国籍や民族などの文化的違い

を互いに認め合い、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指します。 

【考え方】京都先端科学大学・企業との産学官連携によるものづくり産業の発展や企業・学

術研究機関の誘致とその受け皿となる産業立地基盤の整備、起業家や経営・技術人材の育成

などにより若者に魅力ある雇用と次の時代をリードする産業を創出するまちづくりを目指

します。 

【考え方】：少子化や若年層の転出超過を踏まえ、子育てワンストップ窓口である「BCome

＋」の充実や妊娠期からの切れ目のない支援の推進を図るとともに、自然保育や子どもの遊

び場整備を進めるなど、楽しく安心して子育てができる環境を整えます。また、誕生から教

育まで全ての子どもの将来への希望と地域への愛着を育みます。併せて、健やかに暮せる福

祉・健康のまちづくりを進め、すべての市民が住み続けたい、転出しても帰ってきたいまち

づくりを目指します。 
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型社会やエネルギーの地産地消などによる脱炭素社会の実現、生物多様性の保全、自然と共

生するエコ農業の普及など、地域資源を活用した持続可能なまちづくりに取り組みます。 
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などにより若者に魅力ある雇用と次の時代をリードする産業を創出するまちづくりを目指

します。 


